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シ ヴ 7科 の 蝶は 鵬 道 ・本州 四 國 ・丿醐 産の もの 姶 せ て 矚 ・5 蘿 を擧鵬 るが
，

私 が 今回蛹に つ い て 研 究す る こ と の 出來た の は 7 鸚 9 種 で あ る 。
8 属 15種の 内 7屬 9 種 と云

へ ば一見 少 くは な い や う に 見 え るが ， 侮 ヒ メ シ ・ テ フ の や うな特殊 の 屬の もの や
，

ツ マ グ ・

キ テ フ の や うな比較的普通 の 種 が 缺 け て ゐ て
， 聯か物足 りな い 感が す る 。

しか し一先づ 茲 に

入 手 幽來 た 7 屬 9種 の 蛹 に つ い て そ の 分 類學的研究 を行 ぴ
， そ の 結果 を報告 して 置か う と 思

ふ 。

　蛹の 蒐集 に關 して は 内田 清之 助 ， 祕谷 一男，朝比奈 tE二 郎 ， 熊澤 誠義の 諸 氏の 御暖助 を仰
い だ 。，茲に 記 して 感謝の 意 を表す る。

　　　　　　　　　　　　 シ ロ テ フ 科 蛹 の 一 般 的 特 役

　こ の 科 の 蛹 は 必す他物 の 表面 に絲 を以 つ て そ の 尾端を固着 し， 更に 帶駄 の 絲 を以 つ て 第 1

鰒 節の 部分 錦 つ て ゐ る・羽 依 際 して は轍 は卿 頁一前胸 ・
鮪 繭 蔀 欄 角

一
前翅 略 接

線 前 呻 後 胸 の 背線 微 及び 後翅の 後縁に 活 つ て 黜 しる
． 故癲 部及 び 觸角 1諏 圃 熱

た 前頭 輹 脱 ・ 器 脚 を含む 1片 は 分解 しな い ． 第 4− 7 腹節間 の 3 個 の 關接以外 tCは ， 各
鐶節 ・

躅角 ・口 器 ・翅 ・
脚等 は互 に 固着 して 動 か な い 。頭部 の 前eetcは必 す突起 あ i）。中胸背

は 多 くは膨れ 上 り
， 中胸 背線 前翅背縁に雫 行 して その 少 し く内側 ・そ の 他所 々 に 稜 或は隆起

線 を生 じ て ゐ る もの が 多V   體表 面の 各所 には微 細な第 二 次 刺毛が 群生 して ゐ るが ， 肉眼 に 見
え るR．う な毛は 参い 。頭頂

一
前頭 接線 （epicran 三al 　suture ｝1よ存在 しな い 。觸角 の 基部か ら幕

歌 骨 の 絡 入點 を經 て頭楯塞部に 至 る線は殆 ん ど見 られ な い 。上唇 は前方に 押 し上 げ らiL， 爲
噛 醂 下謙 よつ て 可な 嗾 櫞 入 され て ゐ る．．・ pil・fer　 e示 す小 ・

・；
一
は よ く發逹 して 騨 ．

觸角の 先 端は 太 まる
。 卞顋は翅頂に 至 る まで の 間の 中央 乃至は翅 頂 を越え る。 その 側塞部 は

複 眼に逵 しな い 。下顋 鬚 ・下唇鬚 ・前胸脚腿節・後胸脚は現 はれ て ゐな い 。中胸 は複 眼 よ りも
前 方に延 び る こ と は な し． 後翅 は前翅 背緻に 澹 つ て 細 く第 3 腹節氣門の 附 近 まで 現 はれ て ゐ

る の みで ， 腹面に は全 く露出 して ゐ な い。 第 1 腹節は帶妖に體 を吊 つ て ゐ る絲 の 爲に 中央が
　　　　　　　　　　　　　　 ノ　　　　　けじコs

　 撫 ．第 ・蜷 ．第
・7 號，佐麻 鹸 郎 re±記鯲 昭和 檸 q9芻 ジ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 蜘

’
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喰ひ 込 まれ て ゐる。生殖孔後端に 接 して 1 對 の 微小な突起あ り
。 尾突起 は先端方形 を呈 し，

微小な鉤 を密布す る。 ツ マ キ テ フ 以外の 他 の 種に は第 10 腹 節背面に 斜 め 縱に 走 る 1 對 の 小

稜あ b ， 尾突起 の 左 右兩角に 終 る。

t

分 類

　 ＆
’
IC取扱 つ た 9 種 の 内 エ ゾ シ ロ テ フ

・
ミ ヤ マ シ ロ テ フ ・モ ン シ ロ テ フ ・ス ヂ ク ロ テ フ ・ツ マ

キ テ フ の 3 屬 5 種 は從來の 分類 に從 へ ば Pie血 ae に ，
フ 6 リ ツ ピ ン テ フ ・モ ン キ テ フ

・
ス ヂ ボ

ソ ヤ マ キ テ フ ・
キ テ フ の 4 薦 4種 は Celiadinae に屬す る。前者 の 亞 科 の 内ツ マ キ テ フ を除く

2 屡 4 種 の 蛹 の 間 に も， 叉他方後者 の 亞 科 tcceする 4 属 4 種 の 聞に も ， そ れ ぞれ 多 くの 共通

點 を見出す こ とが 毘來るが ，
ツ マ キ テ フ の み は そ の 属す る Ple血 ae の 他 の 屠種 と は 稍 ． 著 し

く異 り
， 寧ろ Coliadinae の もの に似 通 つ た幾 つ か の 性質を示す か の や うic考 へ られ る。

’
ツ マ キ テ フ を除 く他 の Pierlnae の 特微と して は ， 腹面が 前翅 の 部分で 張 り出 さな い こ と ，

中胸背線及び 第 2− 4 腹節氣門上線の 部 分に 鋭 い 稜 を有す る こ と ， 前翅背縁の 少 し く・内方 に

之に挙行 した隆起線が あ つ て も餘 り明瞭で た い こ と， 觸角 の 基部 に 接 して 微小な突起 の あ る
幽

こ と ， 滑 眼部 は後端 で 前胸脚 に 接觸 しそ1ゐな い こ と ， 觸角及び 下顕は長 く， 翅頂 に達する か ．

或 は 少 し く之 を越え る こ と ， 生殖孔後端に 接す る微 小な突起に 發 して 丸 く圓弧 を畫 い て 肛門

後端に 至 る 小隆起線 の 存在 す る こ と等 が 擧げ られ る
。 之に 對 して Coliadillae で は腹面が前

翅の 部分 で 著 しく張 り出 し，第 2− 4 腹節氣門」＄
「i部 に は薐な く， 中胸背線 も餘 り鋭 い稜 を形

成せ す ， 前翅背縁の 少 しく内方 に 之 に平行 して 稍 々 明瞭な隆起線が 走 b ，
・觸角の 基部に接 し

て 微 小 な突起 など な く， 滑 眼部 は前端で は觸角 に 後端で は前胸 脚に接觸 し て 居 り
， 觸角及 び

下顋は短 く， 翅頂に 到逹 す る こ と な く， 生殖孔後端に は微小な 突起が 存在す る の み で他 に 隆

起線 が な い 。 ツ マ キ テ フ は 之等 の 特徴何れ もが Coliadiniteの もの と 共通 で あ る の み で な く，

樹爾亜 科 の 何れ に も見 られ な い 特殊 な全形 ， 著 し く長 い 頭 部前鶸の 突起 ， 殆 ん ど全 く膨れ上

らな い 中胸背，背面に 小稜 を持た な い 第 10 腹節等を 具 え て ゐ る。 ツ マ キ テ フ の 分類學的位

置 は蛹の 特微 の 見地 か らは葦だ興味 あ る もの と云 は なけれ ば な らな い 。

1

2，

・
　 3．

4．

屬　の 　檢 索 表 鹽

觸角及 び下顋 は 翅頂 に逹す る
……・・…………・………・・………・・……・……・…・・・… 2

觸角 及び 下顋 は翅頂 に逹 しな い …………・・…・………一………・……………・・…・… 3

頭 部前 端の 突起は短 く， 塊歌 を呈す る　毒潤 伽 HVB ｝TEII

頭 部前端の 突起は 長 く， 先端 尖る　　　乃 8 瑠 SGIIR舐 K

下 顋 は觸角 の 先端に 到逹せ す
， 爲 に 左 右 の 觸 角 の 先端は腹 面 中央で 互 lcat觸 す る。頭

部 前端 は著 し く長 く突禺 し， 爲 に頭 部全體 の 長 E は 胸部 よ りも長 い 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」 癖 1』0   ，
・帽 BOISDUyAr．

下顋は觸角 の 先端 を越え ， 爲に 左 右 の 觸角は腹 面中央 で相 接觸せ す ， そ の 間に細 く下 1

顋 を露 轡 して ゐる。頭部 の 長 さは 突起を加へ て も胸部 よ り遙か に 短 い ………… 4

頭部前端の 突起は短 大。觸角 と中胸 脚 と は略 々 同じ附近 に 終 め僅か の 差 しか な VS ・一…

　 　 　 　 　 　 　 ・一…・・…・・…………・…・…・・……・…t・…　 ………・…・…t−・……・……’5
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6．

頭鄰前端の 突起は細長
’
。鯛角は 中胸脚 よ りも遙か に後方 に 延 びる …・…………・・6

觸角は僅か ばか り中胸 脚先端 を越 す Catmpsilin　HiiBX．・ER 　　　
r
　　 ・

中胸脚躰僅か に 觸角先端 を越 す　Celifeh’FABRI （πじs　　　　　　　 − 一

下顋 は觸角先端 を越 え て 瀞 履 方，翅 1買の 近 くま で 延 び て ゐ る G’

onepte ｝
’
ll，t
’
　 LEAcH

下顋 は僅か に 觸角先端を越 して ゐ る に過 ぎな い 　7衫1・iCl．S’SWAINs 鯲

屬 及 び 種 の 記 載

Genus 　A ．t）or
・ia　IIt了膩 ER

℃

　 頭部前端 の 突 起絃 短 く，塊欺で ， 先端｛菫か IC　2 分す る 。背線上 の 稜は前 ・中胸で は稍 よ 高

蓑つ て ゐ るが ， 後胸及 び 腹部 に 於て は低 い ポ 氣門上 線部 の 稜は第 2− 4腹節で は 少 し く隆起 し

て ゐ る 蹴 そ の 他 の 環節で は 殆ん ど痕跡的 と な り
， 第 9− 10 腹勧で は消失 して ゐ る。前翅の

背繰に 李行す る隆起線は甚 だ 不明瞭。腹 面は張 り出 して ゐ な い 。頭部特 に粒 眼部 ， その 他髑

表 面め 餐1沂に 小鮎刻が散在す る。頭部の 突起並 に そ の 附近に 小皺 あ り。觸角 の 基撒 こ接 して
’
玉幅の 微小な突起あ り。 滑眼部は そ の 前端で は觸角 に 接觸す る 魁 そ の 後端では前胸脚 ic接

觸 しない 。 鵠角及 び 下顋は 長 く，翅頂に 逹す るか 或は少 しく之 を越 え る。前胸脚は翅頂 に至

る ま噂の 約牛分 ， 中胸脚は 伺 じく3三位の 所 で 絡る。可動 腹節 の 前縁に は 多數の 小皺あ り。生

殖 孔後瑠に接す る 小突起 に發 して 弧歌に 肛 門 を取 り圍 む低 き隆起線 あ り．

　　　 種 の 檢 索 表

　 下籏は觸角及び前翅先端 を越 え て 少 し く後方に 突出 して ゐ る

　　　　　　　　　　　　　　エ ゾ 銑 ・ テ フ fl ・侃 鳩 加 cuVierlNil 　 FRuHs，　Tx）RFER

　 下額は觸角及 び前翅 先端 と略 爿 司僚置に 絡 る

　　　　　　　　　　　　　　 ミ ヤ マ シ ロ テ フ　 」 酒 吻 褊 ン塑傭 邵 ．“IA［rsu ．｝LuKA

’

エ ゾシ ロテ フ 　A ．σ 砌 顛 fb（therbat　FRUH 冊 ORFER （第 1− 2 圖）

　觸角基都に 接す る微 小な突起及び 前翅基部 の 突起 は顯著で あ る。觸角 は僅か に 翅頂 を越え ，

下 顋は 更に延 び て 第 5 腹節の 申央 を越 え る。 體長 22− 29 粍 ， 幅 6− 7 粍 ， 厚 さ 6− 8 粍。

　黄色。頭部 ・觸角 ・下顋 ・脚は黒色。顏 面
・
滑眼部 ・

前胸脚及び 中胸脚基部に 黄班 あ り。 胸
．
部及び 第 10 腹節の 背 線 前翅 の 各 縁 ・

腺部 腹面 は 黒色 そ の 内前翅外縁 の 黒色部は 内に 肉 つ

て 鋸齒状 を呈す る．前翅 中央 に 黒紋 列 あ 1）
。 第 3− 8 腹節 の 背線は各環節 の 前端に 於い て の み

黒色 胸部及び 腹部 の 各環莇に は多數 の 黒點散 在す a

、

ミヤ マ ロ テ フ 　・4．ゐ吻 齲 洳 幅 編 MATsTt；｝rv，　RA ｛第 3 圖】

　痴角基部 に接する 徴小 なる突起 及び 前翅基部 の 突起は前種に 於け る程顯 著で ない 。 觸角 も

下 額 も略 弐翅 頂 と 同位置で 絡 る。體 長 22− 24 粍 ， 幅 5− 6 粍 ， 厚 さ 6− 7 粍 。

　黄色。 前頭 ・上 辱及び その 附近 ・滑 眼部 及び そ の 附近 ・頭部背面 の 後縁 ・觸角 ・下顋 ・前胸

脚
・前胸 及Pt・P胸 の 背線 ・腹部腹面は黒色 そ の 内下額及び 前胸脚 は基蔀の 附rttc黄班 を殘

す 。 頭頂に は突起の 背方に 1 黒紋 あ b ， 時に 觸角 の 黒 色躑 と連績 して ゐ る 。 中胸脚 は糊 に

：近づ くに 從つ て 黒褐色に 汚染 され る
。

齟
前翅 には第 1b 脹 に澹ふ 1黒俵あ b。 又 外縁 に は 黒紋

N 工工
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の 列 あ り。徇前翅 の 中央に は 1 本 の 黒條と數個 の 黒紋 と の あ る の を普通 とす るが ， 時に 之等

の 淌失 して ゐ る もの もある
e 第 　3−・6 腹節背線は昏環篩前端に黒點 を有す る。そ の 他 各環篩に

拡 多數 の 黒點 が散在 する 。
し

GenuS　P’θγis　SCHRAXK

　頭部前 端 の 突起は長 く鋭 い
。 背線上 の 稜 は 中胸 中央部で 著 しく隆起 し， 第 1− 3 腹節で は

殆 ん ど 淌失 し
， 第 4 腹節で は 痕跡的に 存在 す る。氣門上線部 の 稜は第 2− 3 腹節 に 於い て 著 し

く隆起 し， 突起1伏を呈す る。前翅背縁 に 干行 して 走 る 隆起線は殆 ん ど淌失 して ゐ る が ， 前胸

側面 に 少 し く稜 を形成す る 。 前翅基 部 の 突起は顯著で な い。腹 面は 張 り出 して ゐ な い 。頭 部

特 に 粗眼部 ，その 他各 環箚背面に點刻あ り。可 動腹節前縁部 に は 少 し く小皺 が ある。 頭部 の

突 起の 表面はag　）粗．觸 角 の 基部 に 接 して 微小 なる突起あ り。滑 眼部 は その 前端で 觸角に ，

後端で 前 胸脚 に ， 何れ も觸れ て ゐ な い の が通 常 ら し い 。觸 角及 び 下顋 は長 く， 翅頂 に 達 し ，

特 に後者は之 を越 す こ と あ り。前胸脚は翅頂 に 至 る まで の 約牛分 ， 中胸脚 は約 書」位 の 所 に

達 す る。 生殖孔後端に 接する 小突起 に發 して ， 弧歌 に 肛門 を取 り圍む 低 き隆 赴線あ り。

　　　種 の 檢 索 表

　下顋は觸角及 び翅 頂 を越 え て 少 し く後方に 突出・して ゐ る。 中胸 背線上及 び 第 2− 3 腹篩氣

門上 線部 の 稜は次 の 種に 於 け る程突出 して ゐ ない が ， 前者の 中央鉱稍 ） 尖る。

　　　　　　　　　モ ンシ 昌 テ フ 　P ．r卿 齠 LTI “．NrAEUS

　下額は 觸角及 び前翅 先端 と 同位置 tcPtる 、 中胸 背線上及び 第 2− 3 腹篩氣門 上 線部 の 稜は

著 し く突研 して ゐ る が ， 前者の 中央 は側面 よ り見 る時圓味を帶び て ゐ る。

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　ス ヂ ク ロ テ フ 　 P．Ptielete　M 詠 勤 RI 薦

モ ンシ ロ テ 7 　Piei’・i・s　rapne 　I．1）“）g’A ）］u ：
’

｛第 4− 5 岡1

頭 部特 に麭眼部 その 他各環節背面に 點 郵jあ り。體長 22− 24 粍 幅 6− 7 粍 ， 厚 さ 6 粍

　全體淡褐色。各突起の 先端め み僅か に 黒羯色 を呈 す る 。 饐全體 に小暗褐點 が散霧す る ガ ，

腹 面 で は 疎で
，

叉 翅で は翅脹に 浩 つ て 配列 され て ゐ る。全體黄緑色を帶び る もの もあ る。

ス ヂ クロ テフ 　Pderis　7nelete 　M 勲 勅 RI 齬 　｛第 6− 7 岡〕

　體表 面に は點刻 少 く， 頭頂 附近 ・前及び 中胸 背面 中央部 ・第 2− 3 腹節 の 氣門上線 部 の 隆 起

の 附近 に存在 す るに過 ぎな い 。體母20 − 23 粍 幅 5− 6 粍 ， 厚 さ 6− 7 粍 供 試 しだ もの は何

れ も通常の もの よ b稍 々 小 形で あ る ）。

　淡褐色。 體全體に は極 め て 僅か しか小 褐點が 散布 され て ゐな い が ， 唯點 刻 の 存在する紛

で は 點刻 が 小褐點 をな す 爲に 稍々 多 く見 られ る 。 全 體黄緑色を帶ぴ る もの もあ る。

ツ マ キ テ フ 　痴 池 ocα瘤 Scoll− ｝mis　 Bt；TT ．ER ｛第 」3− 14 圖｝

　體全體は 「く」 の 字形 を 呈す る
。 腹面は前翅 の 部分で 著 し く腹方に 張 り出 し， 前翅の 基 部

か ら翅頂 に 至 る まで の 閣 の ％ 附近 ， 邸ち觸角先端 の 部分で そ の 頂 上 に 達 し
，

批 處が 「く亅

の 字の 屈 折點 と なるわ け で あ る。頭部前端に著 し く長 く前 方に 突出 し， その 先端 は尖 る 。 背
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線 上 に も， 氣門上線部 に も， 第 10 腹節背 面に も全 く稜 な く， 前翅の 背に 干行す る隆起線 も

殆 ん どな い
。 頭部全體 に 少 しくノ1報 あ り

。 體表 面 ICは疎 に 點刻散在 し， 特に 腹部腹面 に 多い d

滑眼部 は その 前端で は觸角 IC
， 後端で は前胸脚に 接觸 す る 。 觸角 は翅の 基部か ら翅頂 に 至 る

まで の 聞 の ％ 附近 の 所 に 経 O，下顋先端 を越 え る の で ，左右觸角 の 先端は腹面 中央で互 に

相接觸す る。中胸脚は下 顋 よ りも前に絡 り， 從 つ て 左右 の もの は腹面 中央で 相接觸 出卒な い ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

前胸脚は翅頂 まで の 約 Y2 の 地 點 で絡 る。 肛門 を取 り圍む 隆起線は存在 しな い 。 體長 21−

24 粍 ， 幅 4 粍 ， 厚 さ 5广 一6粍。

　全體淡褐色。點刻は黒褐色 i、顔 面上複 眼の 前方 ・
前及 び 中胸脚基部 ・前翅横脈 部

・前胸一第

1 腹節 の 亞 背線及 び側線 ・第 4− 9 腹節 の 側線
・
第 ← 7 腹節の 基線

・第 か
一7 腹節 の 腹線部に

稍 k 大形 の 黒點 あ り。叉 前翅中央第 1 室及び 第 2室に 黒條あ り。

，

モ ンキ テ フ 　C’

olia．s　hyale　poliogo
’
apl “ ts　MoTsC ｝luLt 　KY （第 9 圜）

　腹 晦1ま前翅の 部分 に 於 い て 弧欺に 張 b 出 し 前種 の 如 くに 角張 らな い
。 頭 部前端の 突起 は

比較的短 く，太 く，先端 尖 り，太 い 圓錐状 を呈す る 。中胸背 面を稍 々 著 し く膨れ 上 るが ， そ

の 葎線は僅か 許 b稜をなすに過 ぎない 。前翅背縁 に手行 す る隆 起線 は鞘々 明瞭。 前翅 基部 は

少 しく角張る。氣門上 線部 の 稜は全 くない 。體全體：概 して 凹凸に 乏 しい ．體表面に小皺あ り．

滑瞋部は 前端觸角 に ， 後端前胸脚 に接觸 す る。觸角は翅の 基部か ら先端 まで の 間の 約 2／3 附

近 lcgeり， 下顋及び 中胸脚何れ の 先端 よ りも僅か前方に絡 り ， 爲 に左右 の もの が腹面 中央で

湘 接觸 しな い 。下顋は觸角並 に 中胸脚 よ り も少 し く後方に 延 び ， 中胸脚は觸角先端を極 め て

僅か に 越 し て ゐ る が，下顧 よ りも僅か前方に 絡 り， 從つ て 左右 の もの が腹 面中央 で相 接觸 し

なv ・
s 體長 2〔ト 23 粍 幅 5−s 粍 ， 厚 さ 5− 7粍

　全體 淡緑色で 黄 白色 を帶び る。頭 部先 端か ら前翅基部 ・前翅背縁 に平行 する隆起線 ・氣門線

等 を經 て 尾eetc至 る 黄白色の 線あ り
。 之 よ り腹 面は 黄白色に暈か され る e 第 4− 6 腹篩に褐 紫

色 の 基線 あ りe （ア ル コ ール 漬標本 ）

　　　　　　　 フ イ リツ ビ ンテフ 　（］ato2xgNia 　pfti
’anthe 上互NMEu 罫 （第 8 圖 〕

　全體に 頗る前種 に似 る。前翅基部 の 突起は殆 ん どない e 觸 角は下額 卑端 よ りも稍 々 前方に

絡るが ， 中胸脚 を極 く僅 か越 し ， そ の 先端 で 僅か に 下顋 に接觸 し て ゐ る
。 體 長 24 粍 ， 幅 6

粍 ， 厚 さ 7粍。

　色彩 も前種 と略 k 同樣。但 し側 面の 黄 白色の 線 よ わ腹画が 黄白色に暈か さtL　ICゐ ない。1ア
ル コ ール 漬標本 ）

　　　　　　　　ス ヂ ボ ソ ヤ マ キテ フ　 eQneptel’zum　asixtsia 　niphonitcs 　VERrry

　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔第 10一ユ1 圖）

　 腹面は 前翅の 部分で著 し く弧歌に 張 り出す。頭部前端の 突起は 細 く長 い 。 中胸背は 著 し く

膨れ上 つ て ゐ る が ， そ の 背線球鋭い 綾をな さな い ．前翅 の 背緻に平行す る隆起線は稍 k 明瞭．

・前翅基部に 小 さな突起あ り
。 頭部前端 の 附近 に は ノト皺 あ り。 滑眼部は前端觸角 に ， 後端前胸

脚 に 接觸 す る a 觸角は 前翅基部 よ り翅 に 至 る ま で の 聞の 約 IS附近 に 逹 し
， 左右の 觸角の 先
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端は下顋に距て られ て ，腹 面中央 で 互 に接觸 して ゐ た い 。 下顋 は前翅 の 閼に 挾 まつ て
， 細 く

翅頂 の 附近 に 至 る が
， 翅 頂 まで は達 しな い 。 中胸脚 は觸角 よ りも ， 前胸脚は更 に 巾胸脚 よ り

も 可 kb 前 方で 絡 つ て ゐ る。各可 動腹節の 前縁 SSvaは 小皺あ り， 鱧 長 E5− 26 粍 ， 幅 6− 7

粍 ， 厚 さ 8 米看。

　全皚線黄色 で
， 所 々 黄色を呈す る 。 紫 褐色の 背線 ・氣門線 ・

腹線あ り。 その 内腹線は 第 7腹

節以後で 消失 す る。中及 び 後胸背に は 暗色點散在 し， 第 2− 7 腹節の 背 面に は側線部に 各瑛節
2 個つ つ の 暗色點 あ り。

「

キテ フ 　T（・）．ias　hecntbe五n耐 A 恥 s （第 12 鬪）

　全 鱧と して 前種 の 蛹 に 頗 る よ く似 る
。 頭部前端の 突起は前種 の もの よ b も割合 に 基部 太 く，

長 さ も少 し く短 い 。前翅 基部 の 突起は殆 ん ど無 くなつ て ゐ る
。 下顋は 前絢 こ於け る よ りも遙

か に短 く， 少 し く觸角先端を越 すに過 ぎな い 。體長 19− 21 粍 ， 轜 3一 岳粍 ， 厚 さ 6− 7 粍，

　色彩 も殆 ん ど前種と 等 しい が ， 各環節背面 の 暗色點 は 明瞭で な い 。

丶

　　　　　　　　　　　　　　　　　 交　　　　　 獻

漉 悌三 ツ マ キ テ ・ の 蛹・Zqph ｝i
’
us　X

’
・ 1・II

，
　PP ・　27−28　｛19．3。〕 石村済 ス ヂ ク ・ テ フ の 蝋 の 異常に

就 い て ・ Zephym ・ V ・1・　VI
，　PP・ll7−121 〔1935 ） 紳谷

一
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み馳戸協 BREMER ）の 蛹 ∫
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